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2023 年 1 月 20 日 

 

2023 年度の学会賞ならびに学術奨励賞候補者の公募について 

 

一般社団法人日本組織適合性学会 

理事長 湯沢賢治 

学術奨励賞選考委員長 田中秀則 

 

学会員の皆様方へ 

 

日本組織適合性学会では 2014 年（平成 26 年)度より、高い権威をもつ「学会賞」と、若

手学会員の学術研究を奨励する「学術奨励賞」を設けております。 本学会の定める「学会賞」

ならびに「学術奨励賞」の候補者の資格や選考規定により、学会賞は「組織適合性ならび

に免疫遺伝学の分野において顕著な業績をあげ、本会の発展に特筆すべき功績を残した

者を表彰し、もってその栄誉をたたえること」を目的とし、一方、学術奨励賞は「組織適

合性ならびに免疫遺伝学の分野における、秀でた学術的研究を若い学会員に奨励するた

めに優れた若手研究者を表彰し、もって当該分野の発展に寄与すること」を目的としてお

ります。 

つきましては、本規定に則り、2023年度の日本組織適合性学会の学会賞ならびに学術奨

励賞の候補者を、以下の要領で公募いたしますので、奮ってご応募ください。 

 

1.助成内容 

組織適合性ならびに免疫遺伝学の分野において顕著な業績をあげ、本会の発展に特筆す

べき功績を残した学会員または名誉会員（年齢制限なし）に学会賞を授与いたします。 

また、2023 年度学術集会大会（第 31 回日本組織適合性学会大会：大会長 椎名 隆）に、

学術奨励賞の受賞候補者として応募された一般演題の中から、特に優秀と認められた演

題の筆頭演者（原則として 2023 年 4 月 1 日時点で満 45 才以下）に学術奨励賞を授与いた

します。授与件数は学会賞 1 名（賞金 10 万円）、学術奨励賞若干名（賞金 5 万円、あるい

はそれ以下）を予定しております。 

 

2.応募資格 

（１）学会賞 

本学会の正会員として 5 年以上の会員歴があり、以下の条件を満たす者とする。 
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１）組織適合性ならびに免疫遺伝学の分野において顕著な業績をあげ、組織適合性学会

の発展に特筆すべき功績を残した実績を有すること。 

２）本学会の正会員または名誉会員であること 

３）正会員である場合は、当該年度の会費を納入済みであること。 

 

（２）学術奨励賞 

本学会の正会員（当該年度大会までに正会員となる者を含む）であり、以下の条件をす

べて満たす者とする。 

１）組織適合性ならびに免疫遺伝学の分野に関する学術研究において、その内容が優れ

ていること。 

２）当該年度の会費を納入済みであること、または当該年度の学術集会大会までに正会

員として会費を納入すること。 

３）学術奨励賞を受賞した者は、原則として次年度以降も正会員を継続すること。 

４）当該年度の学術集会大会に、筆頭演者として演題を応募すること。 

５）応募しようとする演題の内容において、応募者が中心的な役割を果たしているこ

と。 

６）応募しようとする演題の内容が、本学会に未発表であること。 

７）受賞後に MHC へ原著論文あるいは総説を執筆できること。 

８）過去 3 年間に学術奨励賞を受賞していないこと。 

９）学術奨励賞の応募者は当該年度の 4 月 1 日において、原則として 45 才以下である

こと。 

 

3.応募・推薦方法 

（１）学会賞 

学会賞は自薦または他薦とし、2023 年の 4 月末までに、候補者に関する以下の書類を 

日本組織適合性学会事務局（e-mail：jimukyoku@jshi-mhc.org）あてにメール添付で提

出する。なお、他薦の場合には、推薦者は正会員であることが必要です。 

１）履歴書 

書式は自由とし、A4 用紙にて 1 枚程度とする。連絡先住所、電話番号、FAX、e-

mail アドレス、生年月日、年齢を記入する。 

２）業績概要 

書式は自由とし、A4 版用紙にて 2～3 枚程度とする。 
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３）論文業績リスト 

書式は自由とし、代表的な論文 3 編について、別冊(コピーも可)各 1 部を添付

する。 

４）応募の動機（他薦の場合は推薦書）書式は自由とし、学会賞への応募理由（他

薦の場合は推薦理由）を A4 版用紙１枚に記載する。 

 

（２）学術奨励賞 

学術奨励賞に応募しようとする会員は、学術集会大会の一般演題申込み締切り日ま

でに、以下の書類を学術集会大会事務局あてに提出する。 

１）抄録 

一般演題に応募した抄録 

２）応募ファイル 

１頁目に、演題名、演者(全員)、所属(全員)、および応募者(筆頭演者)の連絡先住

所、電話番号、FAX、e-mail アドレス、生年月日、年齢を記入する。2 頁目以降に、

応募した(1)研究の背景、(2)研究の意義、(3)日本組織適合性学会との関わり（これ

までの関わりと、今後の方針・計画など）を、項目ごとに 300-400 字程度にまとめ

る。 

 

4.選考および結果通知について 

（１）学会賞 

評議員の中から評議員による選挙で選ばれた選考委員により構成される、学会賞選

考委員会が選考を行う。委員会は、応募・推薦のあった学会賞受賞候補者より、１

名を受賞候補者として選考した後に、これを理事会に推薦するものとする。なお、

委員は密接な利害関係がある候補者の審査には、加わらないものとする。理事会

は、学会賞選考委員会から推薦された受賞候補者１名について審議し、受賞者を決

定した後に、評議員会の承認を経て総会に報告するものとする。 

（２）学術奨励賞 

理事長、学術賞担当理事、学会賞選考委員、ならびに学術賞担当理事が選考した若干

名を含む評議員によって構成される、学術奨励賞選考委員会が選考を行う。委員会

は、応募があった奨励賞受賞候補者の中から、当該年の学術集会大会中の各候補者

の口頭発表内容の評価等を参考にして、奨励賞選考委員会にて若干名を受賞候補者

として選考した後に、これを理事長に推薦し承認を得る。なお、応募者が多い場合に
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は、委員会が応募書類の書面評価を基にして、学術集会大会中の受賞候補者口演の

演者を選考する。委員は密接な利害関係がある候補者の審査には、加わらないものと

する。当該年の学術集会大会中に選考結果を公表し、表彰式を実施する。 

 

5.受賞者にかかる義務について 

（１）学会賞 

学会賞受賞者は、原則として受賞年度に開催される学術集会大会期間中に、受賞講演

を行う。 

（２）学術奨励賞 

１）学術奨励賞受賞者は、助成が行われた研究課題に関する報告書(様式は別途通知

します)を、日本組織適合性学会事務局（jimukyoku@jshi-mhc.org）あてに提出す

る。 

２）受賞後原則として 3 ヶ月以内に、受賞課題に関する原著論文あるいは総説を

MHC へ投稿する。 

 

6.助成金の使途については、特に制限はないが、学会賞・学術奨励賞であることの趣旨を

ご理解のうえ、適切に使用しなければならない。なお、学術奨励賞受賞者については使

途と、その内訳を前述の報告書に記載する。 

 

7.問い合わせ先 

本件に関する問い合わせは、日本組織適合性学会事務局（e-mail:jimukyoku@jshi-

mhc.org）あてに、お願いいたします。 
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